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(57)【要約】
【課題】画素の開口率低下の防止並びに液晶パネルでの
画像記憶による省電力化の効果増を図った液晶表示装置
を提供する。
【解決手段】表示領域１１を除く領域１１’にメモリ１
４を設けたことで、画素が簡素化され、開口率低下を防
止することができる。また、制御回路１５が、送信され
た小画像を表示し、メモリ１４に記憶させ、記憶させた
小画像を再び表示することで、同じ小画像を送信の度に
表示する場合よりも消費電力を低くすることができる。
また、小画像なので、大画像の場合よりも消費電力を低
くすることができる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像が表示される表示領域を有する液晶パネルに画像が送信されて表示される液晶表示
装置において、
　前記液晶パネルは、
　該液晶パネルの前記表示領域を除く領域に設けられ、前記表示領域の大きさの大画像よ
り小さい小画像が送信されたときの当該小画像が記憶されるメモリと、
　前記液晶パネルの前記表示領域を除く領域に設けられ、前記小画像を前記表示領域に表
示し、当該小画像を前記メモリに記憶させ、当該記憶させた小画像を再び表示する制御回
路と
　を有することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記制御回路は、前記小画像の表示では、該表示がなされる位置を変えることを特徴と
する請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記制御回路は、前記小画像の表示では、当該小画像の一部を表示し、当該一部が表示
される位置に対して異なる位置に当該小画像の当該一部を除く部分を表示することを特徴
とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記制御回路は、前記表示領域の小画像が表示される位置の領域を除く領域に均一な画
像を表示することを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記制御回路は、前記表示領域に均一な画像を表示し、当該均一な画像が表示された当
該表示領域において前記小画像の表示を行うことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか
に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記液晶パネルの前記表示領域を除く領域に設けられ、前記大画像より小さい小画像が
記憶される第２のメモリを備え、
　前記制御回路は、前記メモリに記憶された小画像の表示がなされる位置に対して異なる
位置に前記第２のメモリに記憶される小画像を表示し、当該小画像を前記第２のメモリに
記憶させ、当該記憶させた小画像を再び表示することを特徴とする請求項１記載の液晶表
示装置。
【請求項７】
　前記メモリに記憶される小画像を構成する要素が３ビットであり当該３ビットの内の１
ビットが当該要素の位置における赤の発色の有無を示し残りの２ビットの内の１ビットが
当該要素の位置における緑の発色の有無を示し残りの１ビットが当該要素の位置における
青の発色の有無を示すように設定されることを特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記
載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記メモリに記憶される小画像を構成する要素が１ビットであり当該１ビットが当該要
素の位置における白または黒の発色を示すように設定されることを特徴とする請求項１乃
至６のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記液晶パネルは、ガラス材による基板と該基板上に低温プロセスにより生成されたポ
リシリコン膜とを備え、前記メモリは前記ポリシリコン膜による薄膜トランジスタで構成
されたものであることを特徴とする請求項１乃至８のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記液晶パネルは、当該液晶パネルに入射した外光が当該液晶パネル内で反射すること
により前記小画像の表示がなされるように構成されたものであることを特徴とする請求項
１乃至９のいずれかに記載の液晶表示装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画素の開口率低下の防止並びに液晶パネルでの画像記憶による省電力化の効
果増を図った液晶表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　図１３は、従来の液晶表示装置の概略構成と表示の様子を示す図である。図１４は、図
１３の表示のときのタイミングチャートである。
【０００３】
　従来では、例えば、約１／６０秒のフレーム期間ごとの動作がなされる。その動作では
、まず、外部回路２の制御回路２２がメモリ２１の画像を、データ信号と制御信号により
、液晶パネル１００に送信する。そして、液晶パネル１００では、信号回路１２が画像か
ら変換した映像信号を信号線に与え、この信号回路１２と走査回路１３の働きにより画像
が表示領域１１に表示される。例えば、携帯通信端末において日時や時刻を表示する場合
、日時などが静止して見えるように、同一画像が繰り返し送信表示される。
【０００４】
　その一方、特許文献１には、液晶パネルに画像を記憶する構成が開示されている。これ
により、送信回数を減らせ、外部回路の省電力化が可能となる。
【特許文献１】特開２００２－３１１９２２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、特許文献１の構成では、表示領域の画素で画像を記憶するので、記憶用のトラ
ンジスタなどの存在により、画素の開口率が低下する。
【０００６】
　また、日時などの表示では、本質的に表示が必要なのは、日付などの部分だけであるが
、表示領域の大きさの画像を送信して表示しなければならないので、省電力化の効果が少
ない。
【０００７】
　本発明は、上記の課題に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、画素の
開口率低下の防止並びに液晶パネルでの画像記憶による省電力化の効果増を図った液晶表
示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の課題を解決するために、第１の本発明では、画像が表示される表示領域を有する
液晶パネルに画像が送信されて表示される液晶表示装置において、前記液晶パネルは、該
液晶パネルの前記表示領域を除く領域に設けられ、前記表示領域の大きさの大画像より小
さい小画像が送信されたときの当該小画像が記憶されるメモリと、前記液晶パネルの前記
表示領域を除く領域に設けられ、前記小画像を前記表示領域に表示し、当該小画像を前記
メモリに記憶させ、当該記憶させた小画像を再び表示する制御回路とを有することを特徴
とする。
【０００９】
　本発明によれば、表示領域を除く領域にメモリを設けることで、画素が簡素化され、開
口率低下を防止することができる。また、本発明によれば、送信された小画像を表示し、
記憶し、記憶した小画像を再び表示することで、同じ小画像を送信の度に表示する場合よ
りも消費電力を低くすることができる。また、本発明によれば、小画像なので、大画像の
場合よりも消費電力を低くすることができる。
【００１０】
　第２の本発明では、前記制御回路は、前記小画像の表示では、該表示がなされる位置を
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変えることを特徴とする。
【００１１】
　本発明によれば、表示がなされる位置を、例えば、１秒ごとに変えることができる。
【００１２】
　第３の本発明では、前記制御回路は、前記小画像の表示では、当該小画像の一部を表示
し、当該一部が表示される位置に対して異なる位置に当該小画像の当該一部を除く部分を
表示することを特徴とする。
【００１３】
　本発明によれば、当該一部を記憶するメモリと当該除く部分を記憶するメモリを設ける
必要がなくなる。
【００１４】
　第４の本発明では、前記制御回路は、前記表示領域の小画像が表示される位置の領域を
除く領域に均一な画像を表示することを特徴とする。
【００１５】
　本発明によれば、小画像と均一な画像とからなる大画像を逐一用意する必要がなくなる
。
【００１６】
　第５の本発明では、前記制御回路は、前記表示領域に均一な画像を表示し、当該均一な
画像が表示された当該表示領域において前記小画像の表示を行うことを特徴とする。
【００１７】
　本発明によれば、小画像が表示される位置に関係なく均一な画像の表示を行うことがで
きる。
【００１８】
　第６の本発明では、前記液晶パネルの前記表示領域を除く領域に設けられ、前記大画像
より小さい小画像が記憶される第２のメモリを備え、前記制御回路は、前記メモリに記憶
された小画像の表示がなされる位置に対して異なる位置に前記第２のメモリに記憶される
小画像を表示し、当該小画像を前記第２のメモリに記憶させ、当該記憶させた小画像を再
び表示することを特徴とする。
【００１９】
　本発明によれば、２つの小画像を表示することができる。
【００２０】
　第７の本発明では、前記メモリに記憶される小画像を構成する要素が３ビットであり当
該３ビットの内の１ビットが当該要素の位置における赤の発色の有無を示し残りの２ビッ
トの内の１ビットが当該要素の位置における緑の発色の有無を示し残りの１ビットが当該
要素の位置における青の発色の有無を示すように設定されることを特徴とする。
【００２１】
　本発明によれば、カラーの小画像を表示することができる。
【００２２】
　第８の本発明では、前記メモリに記憶される小画像を構成する要素が１ビットであり当
該１ビットが当該要素の位置における白または黒の発色を示すように設定されることを特
徴とする。
【００２３】
　本発明によれば、モノクロの小画像を表示することができる。
【００２４】
　第９の本発明では、前記液晶パネルは、ガラス材による基板と該基板上に低温プロセス
により生成されたポリシリコン膜とを備え、前記メモリは前記ポリシリコン膜による薄膜
トランジスタで構成されたものであることを特徴とする。
【００２５】
　本発明によれば、低温プロセスにより生成されたポリシリコン膜による薄膜トランジス
タでメモリを構成することで、メモリをガラス材による液晶パネルに構成することができ
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る。
【００２６】
　第１０の本発明では、前記液晶パネルは、当該液晶パネルに入射した外光が当該液晶パ
ネル内で反射することにより前記小画像の表示がなされるように構成されたものであるこ
とを特徴とする。
【００２７】
　本発明によれば、小画像の表示を外光で行うことで、バックライトを不要にできる。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明によれば、表示領域を除く領域にメモリを設けることで、画素が簡素化され、開
口率低下を防止することができる。また、本発明によれば、送信された小画像を表示し、
記憶し、記憶した小画像を再び表示することで、同じ小画像を送信の度に表示する場合よ
りも消費電力を低くすることができる。また、本発明によれば、小画像なので、大画像の
場合よりも消費電力を低くすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　以下、本発明の実施の形態を図面を参照して説明する。
【００３０】
［第１の実施の形態］
　図１は、第１の実施の形態に係る液晶表示装置の概略構成と表示の様子を示す図である
。
【００３１】
　この液晶表示装置は、携帯通信端末に搭載される例に係るものであり、画像が表示され
る液晶パネル１を備える。この例では、液晶パネル１に画像を送信する外部回路２が使用
される。液晶パネル１の背面にはバックライト（図示省略する。他の要素についても適宜
に図示省略する。）が配置される場合がある。
【００３２】
　液晶パネル１は、画像が表示される表示領域１１と、表示領域１１に形成される複数の
信号線に映像信号を与える信号回路１２と、表示領域１１に形成される複数の走査線を駆
動する走査回路１３と、表示領域１１を除く領域１１’に設けられたメモリ１４および制
御回路１５を備える。メモリ１４は、例えば、リフレッシュ動作が不要なスタティックメ
モリである。なお、液晶パネル１は、静電保護を行う回路を備える場合がある。
【００３３】
　液晶パネル１では、ガラス材による基板と該基板上に低温プロセスにより生成されたポ
リシリコン膜とを備えるアレイ基板と、このアレイ基板に対向する対向基板との間に液晶
層が挟持される。
【００３４】
　アレイ基板では、上記の信号線と走査線が格子状に配置される。信号線と走査線の各交
差箇所では、ポリシリコン膜による薄膜トランジスタと画素電極が構成される。交差箇所
では、薄膜トランジスタのソース電極が信号線に接続され、ゲート電極が走査線に接続さ
れ、ドレイン電極が画素電極に接続される。信号回路１２、走査回路１３、メモリ１４お
よび制御回路１５は、同様のポリシリコン膜による薄膜トランジスタで構成される。画素
電極は、例えば、ＩＴＯ（Indium Tin Oxide）等の光透過性導電部材によって形成され、
かくしてバックライトからの光を透過させる。画素電極は、例えば、金属の部分を含み、
かくして外光を反射する。
【００３５】
　対向基板では、表示領域１１に対向電極が構成される。対向電極は、同様な光透過性導
電部材によって形成され、かくしてバックライトからの光、外光、その反射光などを透過
させる。
【００３６】
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　液晶パネル１では、各画素電極に対応する部分を画素と称し、カラー表示を行う場合の
液晶パネル１では、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）および青（Ｂ）の色層を備えた画素が規則的に配
置される。
【００３７】
　外部回路２は、表示領域１１に表示される画像が記憶されるメモリ２１と、メモリ２１
に記憶された画像を液晶パネル１に送信する制御回路２２とを備える。
【００３８】
（第１の実施の形態の動作）
（大画像の表示）
　まず、表示領域１１の大きさの画像（大画像という）を表示する動作を説明する。
【００３９】
　メモリ２１に大画像がデジタルデータで記憶される。制御回路２２は、メモリ２１から
大画像を読み出し、制御回路１５に送信する。制御回路１５は、送信された大画像を表示
領域１１に表示する。
【００４０】
　この表示では、まず、制御回路１５は、大画像を信号回路１２に送信し、走査回路１３
を動作開始させる。
【００４１】
　走査回路１３は、直ちに、一方の端の走査線を駆動し、これにより、当該走査線に接続
された薄膜トランジスタが導通する。信号回路１２も直ちに、大画像から当該薄膜トラン
ジスタを備える画素に対応するデジタルデータを選択し、これをアナログの映像信号に変
換し、対応する信号線に与える。与えられた映像信号は、薄膜トランジスタを介して画素
電極に書き込まれる。この画素電極を備える画素では、液晶の透光率が、画素電極と対向
電極の電位差に応じたものとなる。こうして液晶の透光率が設定された画素では、バック
ライトなどからの光や外光の反射光の内、当該透過率に応じた分の光が出射する。こうし
て、一方の端の走査線に対応する画素での表示がなされる。続いて、隣の走査線に対応す
る画素で同様の表示がなされる。こうして、各走査線に対応する画素での表示が順次にな
されることで、大画像が表示される。
【００４２】
　大画像の表示は、１秒に数十に分割したフレーム期間ごとに行われる。各フレーム期間
で同じ大画像を表示することで静止画が表示される。一方、互いに異なる大画像を取り替
えながら表示することで動画が表示される。
【００４３】
（小画像の表示）
　次に、大画像より小さい画像（小画像という）を表示する動作を説明する。これ以降の
説明では、小画像が日時や時刻を示すものである場合の例を適宜加入する。
【００４４】
　メモリ２１に小画像がデジタルデータで記憶される。小画像を構成する要素は、例えば
、３ビットであり当該３ビットの内の１ビットが当該要素の位置における赤の発色の有無
を示し残りの２ビットの内の１ビットが当該要素の位置における緑の発色の有無を示し残
りの１ビットが当該要素の位置における青の発色の有無を示すように設定される。
【００４５】
　あるいは、小画像を構成する要素は、例えば、１ビットであり当該１ビットが当該要素
の位置における白または黒の発色を示すように設定される。
【００４６】
　制御回路２２には、小画像の表示タイミングを示す数値であるカウンタが予め設定され
る。
【００４７】
　図２は、図１の表示のときのタイミングチャートである。
【００４８】
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　小画像の表示は、大画像の表示がなされる表示モードから小画像の表示がなされる表示
モードへの切替がなされることにより、大画像の表示のときと同様のフレーム期間ごとに
行われる。１回目のフレーム期間では、まず、制御回路１５は、表示領域１１に均一な画
像を表示する。
【００４９】
　この表示では、まず、制御回路１５は、自身に予め設定された均一な画像の態様を信号
回路１２に通知し、走査回路１３を動作開始させる。
【００５０】
　続いて、走査回路１３は、全ての走査線を駆動し、これにより、全ての薄膜トランジス
タが導通する。信号回路１２も直ちに、通知された態様に応じたアナログの映像信号を全
ての信号線に与える。与えられた映像信号は、薄膜トランジスタを介して全ての画素電極
に書き込まれる。全ての画素では、液晶の透光率が、画素電極と対向電極の電位差に応じ
たものとなる。こうして全ての画素では、バックライトなどからの光や外光の反射光の内
、当該透過率に応じた分の光が出射する。こうして、表示領域１１に均一な画像が表示さ
れる。つまり、単色が同一の輝度で発色される。
【００５１】
　同じフレーム期間では、制御回路２２は、設定されたカウンタが示すタイミングになる
と、メモリ２１から小画像を読み出し、図２のデータ信号と制御信号により、制御回路１
５に送信する。制御回路１５は直ちに、この送信のタイミングを記憶し、小画像をメモリ
１４に記憶させ、表示領域１１に表示する。
【００５２】
　この表示では、小画像を信号回路１２に送信し、それを走査回路１３に通知する。
【００５３】
　走査回路１３は、直ちに、そのときに対応する走査線を駆動し、これにより、当該走査
線に接続された薄膜トランジスタが導通する。信号回路１２も直ちに、小画像から当該薄
膜トランジスタを備える画素に対応するデジタルデータを選択し、これをアナログの映像
信号に変換し、対応する信号線に与える。与えられた映像信号は、薄膜トランジスタを介
して画素電極に書き込まれる。この画素電極を備える画素では、液晶の透光率が、画素電
極と対向電極の電位差に応じたものとなる。こうして液晶の透光率が設定された画素では
、バックライトなどからの光や外光の反射光の内、当該透過率に応じた分の光が出射する
。こうして、当該走査線に対応する画素での表示がなされる。続いて、隣の走査線に対応
する画素で同様の表示がなされる。こうした各走査線に対応する画素での表示が順次にな
されることで、小画像が表示される。
【００５４】
　次に、２回目のフレーム期間でも、まずは、同様に、制御回路１５が、表示領域１１に
おいて均一な画像を表示する。
【００５５】
　同じフレーム期間では、設定されたカウンタが示すタイミングになっても、新たな小画
像がメモリ２１に記憶されていない場合は、制御回路２２は、小画像を読み出すことはし
ない。これにより、制御回路１５への小画像の送信はなされない。制御回路１５は、記憶
したタイミングで、メモリ１４に記憶しておいた小画像を読み出し、同様に、表示領域１
１に表示する。
【００５６】
　こうして、小画像が連続して表示されることとなる。この小画像の表示は、例えば、開
始の１秒後には終了し、メモリ２１に新たな小画像が記憶されることで、同位置への新た
な小画像の表示が開始される。
【００５７】
　なお、小画像の表示は、大画像の表示モードへの切替がなされたときに終了する。
【００５８】
　図３は、図１のときの位置とは異なる位置に小画像が表示された様子を示す図である。
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図４は、図３の表示のときのタイミングチャートである。
【００５９】
　制御回路２２には、図１の位置に小画像を表示するときのカウンタとは異なるカウンタ
が設定される。よって、制御回路２２は、小画像を制御回路１５に、図２のときのタイミ
ングとは異なるタイミングで送信する。その結果、制御回路１５は、小画像を、図１のと
きの位置とは異なる位置に表示する。なお、詳細などについては、これまでに説明したも
のと同様である。
【００６０】
　ところで、小画像の表示は、その次に均一な画像を表示するタイミングまで継続する。
そのため、そのタイミングまでの時間が短い場合、小画像が視認されにくくなる。
【００６１】
　そこで、図５に示すように、小画像の表示タイミングの、例えば直前に、均一な画像の
表示タイミングを制御信号で制御回路１５に通知し、制御回路１５がその表示タイミング
で均一な画像を表示するのがよい。
【００６２】
　また、これを制御信号によらないで行ってもよい。例えば、小画像の表示タイミングに
基づいて制御回路１５が均一な画像の表示タイミングを求め、その表示タイミングで均一
な画像を表示してもよい。
【００６３】
　こうして小画像表示の継続期間を長くすることで、小画像を視認され易くすることがで
きる。また、制御信号によらない均一な画像表示は、制御信号によるものに比べて、液晶
パネル１の省電力化に寄与する。
【００６４】
　また、小画像表示の継続期間が短くなるのは、均一な画像表示を表示領域１１の全てに
行うからであり、図６に示すように、小画像の表示タイミングの、例えば前後において、
小画像の表示領域を除く領域に均一な画像を表示するようにしてもよい。この均一な画像
の態様は、均一な画像表示を表示領域１１の全てに行うときと同様に、予め制御回路１５
が記憶しておけばよい。
【００６５】
　図７は、複数の小画像が互いに位置とタイミングを変えて表示された様子を示す図であ
る。
【００６６】
　図７のように表示する場合、メモリ２１に小画像Ｇ１が記憶される。また、制御回路２
２には、小画像Ｇ１を表示するときのカウンタＣ１（図示省略）が制御回路１５に設定さ
れる。以下に説明するカウンタも同様であり、同じく図示省略する。
【００６７】
　カウンタＣ１の設定により、小画像Ｇ１がカウンタＣ１に応じた位置に表示される。小
画像Ｇ１の表示は、例えば、１０月０１日（月）の１０時１０分３４秒に開始され、１秒
後に終了する。
【００６８】
　また、メモリ２１に小画像Ｇ２が記憶される。また、制御回路２２には、小画像Ｇ２を
表示するときのカウンタＣ２が設定される。これにより、小画像Ｇ２がカウンタＣ２に応
じた位置に表示される。小画像Ｇ２の表示は、例えば、１０月０１日（月）の１０時１０
分３５秒に開始され、１秒後に終了する。
【００６９】
　また、メモリ２１に小画像Ｇ３が記憶される。また、制御回路２２には、小画像Ｇ３を
表示するときのカウンタＣ３が設定される。これにより、小画像Ｇ３がカウンタＣ３に応
じた位置に表示される。小画像Ｇ３の表示は、例えば、１０月０１日（月）の１０時１０
分３６秒に開始され、１秒後に終了する。
【００７０】
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　なお、詳細などについては、これまでに説明したものと同様である。
【００７１】
　図８は、文字列「着信あり」が右から左へスクロールして表示される様子を示す図であ
る。
【００７２】
　図８のように表示する場合、文字「着」が右に現れたときの小画像と、文字「り」が左
へ消えるときの小画像と、その間を補間する複数の小画像が生成される。そして、文字「
着」が右に現れたときの小画像、補間する複数の小画像、文字「り」が左へ消えるときの
小画像を、この順で取り替えながら表示することで、図８のような表示がなされる。
【００７３】
　なお、詳細などについては、これまでに説明したものと同様である。
【００７４】
［第２の実施の形態］
　図９は、第２の実施の形態に係る液晶表示装置における様子を示す図である。
【００７５】
　液晶表示装置は、第１の実施の形態のものと同様に構成されるので、ここでは、動作を
説明する。大画像の表示は、第１の実施の形態のときのものと同様なので、ここでは、小
画像の表示を説明する。
【００７６】
　第２の実施の形態では、小画像を構成する各部分が互いに位置を変えて表示される。
【００７７】
　図１０は、図９の表示のときのタイミングチャートである。
【００７８】
　図９のように表示する場合、メモリ２１には小画像を構成する部分Ｇ１１、Ｇ１２が記
憶される。つまり、部分Ｇ１２は、小画像の部分Ｇ１１を除く部分である。また、制御回
路２２には、部分Ｇ１１を表示するときのカウンタＣ１１が設定される。これにより、部
分Ｇ１１がカウンタＣ１１に応じた位置に表示される。部分Ｇ１１の表示は、例えば、小
画像の表示モードへの切替がなされたときに開始され、大画像の表示モードへの切替がな
されたときに終了する。終了は、あるいは、当日の深夜になり、同位置への新たな表示が
なされる。
【００７９】
　また、制御回路２２には、部分Ｇ１２を表示するときのカウンタＣ１２が設定される。
これにより、部分Ｇ１２がカウンタＣ１２に応じた位置に表示される。部分Ｇ１２の表示
は、例えば、部分Ｇ１１の１回目の表示がなされるフレーム期間に開始され、１秒後には
終了して、同位置への新たな表示がなされる。
【００８０】
　なお、詳細などについては、これまでに説明したものと同様である。
【００８１】
　例えば、均一な画像表示のタイミング設定を同様に行って、各部分が視認され易くして
もよい。また、各部分の表示領域を除く領域に均一な画像を表示してもよい。
【００８２】
［第３の実施の形態］
　図１１は、第３の実施の形態に係る液晶表示装置の概略構成と表示の様子を示す図であ
る。
【００８３】
　ここでは、第１の実施の形態に対し、領域１１’にはメモリ１４’（例えば、スタティ
ックメモリ）が更に設けられる。そして、メモリ１４に記憶された小画像の表示がなされ
る領域を除く領域にメモリ１４’に記憶される小画像を表示するように構成される。
【００８４】
（第３の実施の形態の動作）
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　大画像の表示は、第１の実施の形態などのときのものと同様なので、小画像の表示を説
明する。
【００８５】
　ここでは、メモリ２１に２つの小画像が記憶される。
【００８６】
　図１２は、図１１の表示のときのタイミングチャートである。
【００８７】
　小画像の表示は、小画像の表示モードへの切替がなされることにより、フレーム期間ご
とに行われる。
【００８８】
　１回目のフレーム期間では、制御回路２２は、メモリ２１から一方の小画像を読み出し
、図１２のデータ信号と制御信号により、制御回路１５に送信する。制御回路１５は直ち
に、小画像をメモリ１４に記憶させ、表示領域１１に表示する。
【００８９】
　制御回路２２は、一方の小画像の送信が終わると直ちに他方の小画像をメモリ２１から
読み出し、図１２のデータ信号と制御信号により、制御回路１５に送信する。そして、制
御回路１５は直ちに、小画像をメモリ１４’に記憶させ、表示領域１１に表示する。
【００９０】
　続いて、制御回路１５は直ちに、メモリ１４’に記憶しておいた小画像を読み出し、表
示領域１１に表示する。直ちに表示させることで、この小画像は、直前に表示された小画
像の隣に表示される。
【００９１】
　こうしたメモリ１４’の小画像の表示が繰り返されることで、表示領域１１への表示が
残らずなされる。
【００９２】
　次に、２回目のフレーム期間では、新たな小画像がメモリ２１に記憶されていない場合
、制御回路２２は、小画像を読み出すことはしない。これにより、制御回路１５への小画
像の送信はなされない。制御回路１５は、このフレーム期間では直ちに、メモリ１４に記
憶しておいた小画像を読み出し、表示領域１１に表示する。
【００９３】
　続いて、制御回路１５は直ちに、メモリ１４’に記憶しておいた小画像を読み出し、表
示領域１１に表示する。この小画像は、直前の小画像の隣に表示される。
【００９４】
　こうしたメモリ１４’の小画像の表示が繰り返されることで、表示領域１１への表示が
残らずなされる。
【００９５】
　そして、表示領域１１への表示が連続してなされることとなる。この表示領域１１への
表示は、例えば、開始の１秒後には終了する。そして、メモリ１４に記憶された小画像に
替わる新たな小画像がメモリ２１に記憶されることで、当該小画像の表示を含む表示領域
１１への新たな表示が開始される。
【００９６】
　なお、小画像の表示を含む表示領域１１への表示は、大画像の表示モードへの切替がな
されたときに終了する。
【００９７】
　以上説明したように、本発明に係る液晶表示装置によれば、図１と図２を参照して説明
したように、表示領域１１を除く領域１１’にメモリ１４を設けたことで、画素が簡素化
され、開口率低下を防止することができる。また、制御回路１５が、送信された小画像を
表示し、メモリ１４に記憶させ、記憶させた小画像を再び表示することで、同じ小画像を
送信の度に表示する場合よりも消費電力を低くすることができる。また、小画像なので、
大画像の場合よりも消費電力を低くすることができる。
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【００９８】
　また、図７を参照して説明したように、制御回路１５が、小画像の表示がなされる位置
を変えることで、表示がなされる位置を、例えば、１秒ごとに変わるようにすることがで
きる。
【００９９】
　また、図９と図１０を参照して説明したように、制御回路１５が、小画像の一部である
部分Ｇ１１を表示し、当該一部が表示される位置に対して異なる位置に当該一部を除く部
分Ｇ１２を表示することで、当該一部を記憶するメモリと当該除く部分を記憶するメモリ
を設ける必要がなくなる。
【０１００】
　また、制御回路１５が、小画像が表示される位置の領域を除く領域に均一な画像を表示
することで、小画像と均一な画像とからなる大画像を逐一用意する必要がなくなる。
【０１０１】
　また、特に制御回路１５が、表示領域１１に均一な画像を表示し、均一な画像が表示さ
れた表示領域１１において小画像の表示を行うことで、小画像が表示される位置に関係な
く均一な画像の表示を行うことができる。
【０１０２】
　また、図１１と図１２を参照して説明したように、表示領域１１を除く領域１１’に第
２のメモリ１４’を設け、制御回路１５は、メモリ１４に記憶された小画像の表示がなさ
れる位置に対して異なる位置にメモリ１４’の小画像を表示し、当該小画像をメモリ１４
’に記憶させ、当該記憶させた小画像を再び表示することで、２つの小画像を表示するこ
とができる。
【０１０３】
　また、メモリ１４’の小画像を繰り返し表示することにより、表示領域１１への表示が
残らずなされるようにすることで、第１の実施の形態などで表示した均一な画像の表示を
不要にすることができる。なお、メモリ１４の小画像を繰り返し表示することで、表示領
域１１への表示が残らずなされるようにすることとしてもよい。
【０１０４】
　また、メモリ１４に記憶される小画像を構成する要素が３ビットであり当該３ビットの
内の１ビットが当該要素の位置における赤の発色の有無を示し残りの２ビットの内の１ビ
ットが当該要素の位置における緑の発色の有無を示し残りの１ビットが当該要素の位置に
おける青の発色の有無を示すように設定されることで、カラーの小画像を表示することが
できる。
【０１０５】
　また、メモリ１４に記憶される小画像を構成する要素が１ビットであり当該１ビットが
当該要素の位置における白または黒の発色を示すように設定されることで、モノクロの小
画像を表示することができる。
【０１０６】
　また、低温プロセスにより生成されたポリシリコン膜による薄膜トランジスタでメモリ
を構成することで、メモリ１４、１４‘をガラス材による液晶パネル１に構成することが
できる。
【０１０７】
　また、液晶パネル１に入射した外光が液晶パネル１内で反射することにより小画像の表
示がなされるようにしたことで、バックライトを不要にできる。
【図面の簡単な説明】
【０１０８】
【図１】第１の実施の形態に係る液晶表示装置の概略構成と表示の様子を示す図である。
【図２】図１の表示のときのタイミングチャートである。
【図３】図１のときの位置とは異なる位置に小画像が表示された様子を示す図である。
【図４】図３の表示のときのタイミングチャートである。
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【図５】図３の表示を別な動作で行うときのタイミングチャートである。
【図６】図３の表示をさらに別な動作で行うときのタイミングチャートである。
【図７】複数の小画像が互いに位置とタイミングを変えて表示された様子を示す図である
。
【図８】文字列「着信あり」が右から左へスクロールして表示される様子を示す図である
。
【図９】第２の実施の形態に係る液晶表示装置における様子を示す図である。
【図１０】図９の表示のときのタイミングチャートである。
【図１１】第３の実施の形態に係る液晶表示装置の概略構成と表示の様子を示す図である
。
【図１２】図１１の表示のときのタイミングチャートである。
【図１３】従来の液晶表示装置の概略構成と表示の様子を示す図である。
【図１４】図１３の表示のときのタイミングチャートである。
【符号の説明】
【０１０９】
　１…液晶パネル
　２…外部回路
　１１…表示領域
　１２…信号回路
　１３…走査回路
　１４、１４’、２１…メモリ
　１５、２２…制御回路

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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